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現代日本語には、ト、バ、タラ、ナラの 4 つの形式による条件表現があり、日常会話でも

公的場面でもよく使われている。しかし、意味が近くて置き換えられる場合もあれば、置き

換えられない場合もあり、学習者にとって習得が困難である。学習者が初級の段階から混同

せずに４つの形式の使い分けができるようになるためには、日本語教科書においてそれぞれ

の条件表現の導入される用法、順序と提示方法は重要であると考えられる。 

これまでの条件表現についての先行研究には、ト、バ、タラ、ナラの異同、用法の種類、

主節のモダリティー制約、習得状況などの分析が多く見られるが、教科書での導入に関する

研究はまだ少ない。特にナラの導入については、初級から中級にかけて教科書での扱われ方

がさまざまであり、学習者の混乱を招く可能性のある提示のしかたが見られ、ナラをどう提

示するかはまだ検討の余地があると考えられる。また、前田直子（2020b）、奈良夕里枝 

（2021）などの先行研究が教科書におけるナラの導入案を提示しているが、他の条件形式と

の関係の中で具体的にどのように導入すべきであるかについてはまだ十分な提案がなされて

いるとはいえない。 

そこで、本稿は「現代日本語書き言葉均衡コーパス（BCCWJ）」を対象にナラの実例を収

集し、ナラの用法の全体像および使用実態を把握する。次に、5 つの初級日本語教科書でナラ

が導入される用法、順序、提示方法を調査して教科書の問題点を明らかにする。そのうえ

で、初級日本語教科書におけるナラの導入すべき用法、順序、提示方法を検討し、使い分け

の視点から一案を提示した。 

実例分析を通して、ナラの用法のうち、仮説的用法と提題的用法の使用頻度が高いこと、

また、ナラには確実にト、バ、タラと共通しない独自の用法と自らのニュアンスが存在する

ことを確認した。ナラの使用においては、仮説的用法がもっとも多く、73.47%を占める。そ

の中には他の形式と置き換えられるものもあるが、置き換えられないものもある。また、提

題的用法も比較的多く見られ、15.51%を占める。提題的用法は仮定性・条件性が弱く、主に

前文脈の主題を受け取る機能を果たす。接続詞的用法は 6.53%を占める。接続する形式はあ

る程度に定着しているが、ト、バ、タラほど多くない。事実的反事実の用法は 2.04%を占め

る。この用法は、書き言葉のコーパスでの割合が少なかったが、ナラのみが使われる用法

で、日常会話においてはよく耳にする表現である。 

教科書の分析によっていくつかの問題点が明らかになった。まず、『みんなの日本語』『大

地』は初見のナラがバの名詞・ナ形容詞の接続形として扱われている。学習者がそのように

認識することによって、ナラしか用いられないタイプの仮説的用法や、事実的反事実の用法

などを学ぶ際に学習者が意識できない可能性がある。さらに、『みんなの日本語』ではナラを

バの名詞・ナ形容詞の接続形として提示した後に、ナラの提題的用法も同じ課で導入するこ

とになるため、学習者がナラの使い方の区別を適切に理解できない可能性が大きい。また、

提題的用法の例文は前文脈が示されていないまま提示されていると、仮説的用法に移行する

可能性がある。『まるごと』は仮説的用法の「動詞+ナラ」を積極的に取り上げたが、すぐ後

に仮説的用法のバが導入され、さらにナラがバの名詞・ナ形容詞の接続形として扱われ、学

習者はこの順番で習うと、「動詞+ナラ」と「動詞+バ」の使い方を混同する可能性がある。 
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以上の実例分析と教科書の問題点に基づいて、本稿ではナラの導入の一案として次のよう

な提案を行った。初級ではまずナラの〈提題的用法〉を前文脈がある名詞文で最初に導入

し、他の形式の仮説的用法のあとにナラしか用いられないタイプの〈仮説的用法〉を導入す

る。その際、教師はナラの特徴を強調して説明する必要がある。次にバの仮説的用法と反事

実的用法（～バいいのに／～バよかったのに）を導入した後に、初中級の最後あるいは中級

で、動詞文でナラの〈事実的反事実用法〉を導入する。学習者が混同せずに使い分けができ

るようになることを目指し、ナラのこれらの用法を導入することを提案した。また、ナラが

単独の文法項目だと学習者に認識させるために、バの名詞・ナ形容詞の接続形はナラではな

く、「であれば」で提示する方法、あるいは初級の段階ではバの名詞・ナ形容詞に接続する例

文は提示しない方法も考え得る。 

今後の課題として教科書の例文を中級まで、後件に注目してト、バ、タラ、ナラのそれぞ

れの特徴をさらに検討していきたい。 
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